
名勝哲学堂公園再整備事業の協議・検討状況について

名勝哲学堂公園整備検討委員会の設置

令和６年度の検討経緯

令和７年３月　名勝哲学堂公園再整備事業に係る住民説明会　資料１

・文化財等に関する専門的知見を踏まえ、国名勝としての歴史的、文化的価値を考慮した再整備を
行うため、同委員会を設置する。

・再整備期間中は、同委員会の継続的な指導・助言を受けながら、調査、設計、工事等を実施する。

● 設置の目的

● 構成員名簿

≪学識者委員≫

≪区職員≫

　　　　区民部文化振興・多文化共生推進課長、健康福祉部スポーツ振興課長、公園課長

≪オブザーバー≫

　　　　文化庁、東京都教育庁、哲学堂公園指定管理者

委員（会長）

委　員

委　員

委　員

亀山　章

内田　青蔵

粟野　隆

北田　建二

東京農工大学　名誉教授

神奈川大学　特任教授

東京農業大学　教授

東洋大学井上円了記念博物館　学芸員

区　分 氏名（敬称略） 所属・役職等

 

第１回委員会
（令和６年９月５日）

第３回委員会
（令和７年１月３１日）

第２回委員会
（令和６年１１月７日）

検討委員会の
実施

再整備基本設計
（公園全体）

管理棟の
再整備

古建築物の
活用方針

常識門修復
実施設計

石積調査診断
（独断峡等）

・七十七場の修復

方針

・施設意匠、材料

等の考え方

・与条件、課題の

整理

・公開活用の方向

性

・現況調査結果等 ・耐震診断の進め

方、調査方法等

・施設、植栽、造

成案等の確認

・機能、動線、面

積等の検証

・公開活用の方向

性、取組方針等

・オリジナル部材

の検討、修復方

針、外構整備方

針

・予備診断結果

・基礎診断に進む

石積（案）

・基本設計案の確

認

・施設整備方針

・公開・普及・活

用室の方向性

・外構、施設デザ

インの方向性

・活用方針案の確

認

・発掘調査結果の

確認

・実施設計図等の

確認

・基礎診断結果の

速報

討　議

討　議

討議、現地視察
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第１回検討委員会における主なご意見

令和６年９月５日（木）１３時３０分～１６時３０分● 日　時

中野区役所　７階会議室● 会　場

亀山委員、内田委員、北田委員

・「時空岡」の庭園としての景観は、古写真の状態に戻すのではなく、それを参考として、現状をどうしていく
べきか判断する必要がある。建物が主題となっているように思える。 

・「四聖堂」周囲の四ツ目垣は、後の年代になって付加されたものであり、無いほうが良い。

・「意識駅」とその他のベンチも含めて、考え方を整理する必要がある。

・「三学亭」の丸太階段は、その種類も含めて検討した方が良い。

・「三字壇」はオリジナルのものが残っている可能性もあり、当初の姿を資料で確認されたい。

・土系舗装の色彩は、なるべく現状や当初に近いものが良い。

≪再整備基本設計（公園全体）≫

・鑽仰軒が隣接するため、発掘調査を着実に行って欲しい。

≪管理棟の再整備≫

・複数にわたり改修が行われているので、資料調査を行い工事履歴を整理すべき。

・保管されている聯がオリジナルかどうかの確認が必要。

・西側控柱と礎石とのずれについて検証が必要。

・本柱の根巻きコンクリートの変遷について確認が必要。

・東側の建仁寺垣の振れが、昭和 63 年の図面から変わっている点について確認、整理が必要。

・不可解な点が多いので、試掘調査を実施すべき。

≪常識門修復実施設計≫

・文化庁の石垣耐震診断指針（案）を基に調査を行うとのことだが、裏込めコンクリートを有する擁壁という
ことは無いのか。内部構造を確認のうえ、適切な方法を検討されたい。

≪石積調査診断≫

● 出席者

第２回検討委員会における主なご意見

令和６年１１月７日（木）１３時～１７時● 日　時

哲学堂公園弓道場会議室、園内各所● 会　場

亀山委員、内田委員、粟野委員、北田委員

・七十七場解説板については、文章の中身や詳細な図面も検討すべき。

・ベンチの配置は、利用実態等も踏まえて丁寧に検証する必要がある。

・地形や地割を保存する観点が欲しい。

・「相対渓」脇のトウネズミモチは、伐根ではなく伐採とし、法肩側に低木を列植すると良い。

・「天狗松」は、当時の場所への移植ではなく、現況のアカマツを天狗松と見立て、解説を施すことで良い。

・斜面地の転落防止柵は、高さ 1.1m では圧迫感があり過ぎるので、景観にも配慮すること。

・七十七場解説板のサイズや数量を見直し、ＱＲコードとの併用を検討した方が良い。

≪再整備基本設計（公園全体）≫

・現状整理において、各建物の意味や用途と、現在の使われ方を「本来用途」としてまとめて記述している点
が分かりづらい。

・建物の改変をある程度許容し、設備を充実して利活用を図るのか、保存を優先し可能な範囲での活用を図る
のかの議論が必要。

・修復時に出る部材の保管や展示としての再利用方法等についても検討が必要。

≪古建築物の活用方針≫

● 出席者
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・建具はかなり傷んでいるので、手間とコストを掛けて再利用するよりは、既存のものをもとに新設した方が
良い。

・木材保護のためのガラス塗料は、可逆性が失われること、実績が不十分であることから使用せず、一般的な
木材保護塗料を使用する方が良い。

≪常識門修復実施設計≫

・骨材に自然の玉石が入っているか、砕石やコンクリート片が入っているのかの違いが分かれば、おおよその
年代について判断が可能。

≪石積調査診断≫

・礎石の下に基礎コンクリートを打つことや、アンカーボルトで柱脚を止めたりすることはせず、既存の構造
で建てることを原則とし、必要最低限の対応として、礎控柱礎石のダボ加工のみ行う。

・煽り止め金物や控柱下の鉛板の新設、中段の肘壺金物の長さ変更については問題ない。

≪常識門修復実施設計≫

第３回検討委員会における主なご意見

令和７年１月３１日（金）１３時～１７時● 日　時 中野区役所　８階会議室● 会　場

亀山委員、粟野委員、北田委員

・文化財は掘削だけではなく盛土にも限度があるが、さくらの広場の盛土については規模的にはあり得る。

・転落防止柵等の設置の際に掘削が生じる点については、事前に試掘調査のうえ、施工時にも立会確認を行う
こと。出来れば現在の基礎位置に合わせる方が良い。

・転落防止柵は名勝として景観に配慮する必要もあるが、現在公園として供用されているので、安全面も十分
考慮すべきである。

・テニスコート前にも観戦用のベンチを置いた方が良い。

・防犯カメラは児童遊園にも置いた方が良い。

≪再整備基本設計（公園全体）≫

・公開・普及・活用室を１階とするのが良いか、事務所を１階とするのが良いか、設計において利用・機能面
をよく考慮して検討すべき。

・公開・普及・活用室における展示空間と、講習や体験学習等を行う空間とをフレキシブルに使うような方向
性も考えられる。

≪管理棟の再整備≫

・髑髏庵へ髑髏の模型等を展示することについては、機微に触れるようなものなので、慎重に検討した方が良
い。

・無尽蔵の展示について、建物の良さを活かす方向性か、現代的なギャラリーのような方向性なのか、設計等
の際によく検討すべき。２階にあったとされる井上円了の書斎は、古写真等を活用した復元もあり得る。

≪古建築物の活用方針≫

● 出席者

・運動施設利用者と公開・普及・活用室の利用者は、用途や目的がかなり異なるので、動線を分けるべき。

・公開・普及・活用室というガイダンスの場が、哲学堂七十七場に入っていくにあたりどのような効果を持つ
のかの整理が必要。

・公開・普及・活用室と古建築物について、役割分担の整理が必要。

≪管理棟の再整備≫
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